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(1)緒 言

結核病 と髄質との凋係に就いては從來多藪の學

者の研究せる所で、甚だ興味深V・事である｡而 し
ヒ ノ

て髄質につき考察ずるには、て 瓦に型態學的、遺

傳學的、並に機能學的の三方面より研究すべきで
き

｡ある｡之 を型態學的方面よりみ るに・古今肺霧型

乃至無力性髄質として結核との關係を有すること

は世人δ知る所であるが、か 玉る艦質が必すしも

結核に罹患し易いとは限 らないのである事は周知

の事蟹である｡遺 簿學的方面に就いてはDiehl

u.Versehuerの 隻生兜の研窺 、並にIckertu・

BeRzeの 結核家系につきその重要性を立謹 してゐ

るo更 に機能學的方面に就いては最近最も注 目せ
ヌ

られる所で、殊にK【areu.,Tr.Koester等 の強

調 してゐる過敏性鎧質につき、金澤の中村教授、

大坂刀根山病院経部氏、更に坂本秀夫氏等その重

凄性を認めてゐる｡ノ.

而して結核が以上の如 く燈質と密接な關係を有

するとすれば、血清學的方面 よりみた血液型につ

き考察する事 は、遺傳學的更に機能學的方面を含

有 しての研究 となるものである｡結 核病の膿質に

つき血液型との關係を研究せるものは欧洲に於て

は少くないが特筆すべきものはない｡我 國に於て
響
は、佳友氏の蛮表以外極めて少い｡こ 玉に於て予

は18歳乃至40歳 の男子結核患者につき硫究せる所

を報告す｡一

・(2)検 査 方 法 、.

検査vaPtせ る患者は昭和15年 乃至昭和18年 の間

に傷疲軍人紳奈川療養所に入所せる結核患者800

名につき研究す｡

検査に用ひた血清は三共標準血清を用ひ、製造

後2ケ 月以内、室温旙氏20度 以上で行ひ・寒性凝
チ

集反慮を除去し、その標準血清は明瞭なる反慮 を

有する血清を使用した｡患 者の耳朶より取つた血

液は、載物硝子の上で標準血清 と混 和 後三分聞

で、内眼叉は・・一プを用ひ判讃 した｡

(3)検 査 成 績

｡その成績 を考察するに結核慰者800名 の血液型

は第1表 の如 くに して之を日本人平均更に東京附

近平均の血液型に比較すると第2表 の如 くで、B

型に於て結核患者や 蕊多い様な り｡

第1表 患者紬藪血液型比較

嘉 喚 響 昭・IA「 月IAB… 計

儲 簸124・1刎2・8・17218・0一

儲 醗 酬3日%卸%}2a・%ig・ ・%・・0%

第2表 日本入血液型と患者との比較

悔難%
夢 附騰i55・ ・i㌣説6言 ず ㌔野 濫

結核賭18・ ・i30i9あ3鵬68…26蒲酷5

次に各血液型別に既往症並に現在に於て喀血血

疫のあつた患者を検 したのに第3表 の如 くB型 に

多 く、AB型 に少い様な り｡

第3表 各血液型別に於けろ喀血血婆者比較
　　 　

葱暮一趣 響QfAIBIABI計

患 者 馴24・!28・i2・8レ2i8・ ・

馳 綴16rl5916・1判 ・95

血縮 剰56い6t461ユ8・96

搬 蠣1ユ ・71岡 ・0述里上 琶

百 分$ta85?端 杢鞠 ら1紬}45剖 魏%

次に室洞 との關係につき検 したのに第4表 の如

く、B型 に於て室洞患者多 くAB型 に少W檬 であ

る⇔
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ξ第 杢表 患者空洞形成比較

憲暮＼ 聖塑1司AIB'IABI計 華

患 者 副2tlD28・ レ ・8172い ・・

叢洞所有判 州7gi6司 ・8t223

ひ 分 ぜ8蒲 糧 晶ド0轟{裡去撒

血液型につき著 しい差位 を認めなかつた｡
の ホ

第7表 結節性肺結核患者比較1

以上第3表 第4表 よりして、喀血、血疫の経験

多いB型 患者に室洞所有者が多 く、喀血血痩の経 、

験の少いAB型 患者に察洞少い黙極めて合理的な

るを認めたポ ・

次に 「レ㌘〈ごルヒ」原案 を基礎 とせる軍事保護

院肺結核分類掻て第5表)に より、血液型別に肺

結核 を分類 したるに、混合型肺癖は第6表 の如 く
の

A型 に多 く、AB型 に少い様な り｡

第5表 軍事保護院肺結核分類法

葱漕1・ A 三AB.

患 者 剰24・128・2・ 亀 72

灘讐鍍結 い6い02い5い2
百 分 卒1姻 翻3讐23姻 も4蜘 竜3

第8表 浸潤性廉結核(徹 布あり)患者の比較

醸＼蝉響 ・
A/レB AB

海 者 籔 い4・!28・ い ・8}

浸潤性肺結
核患者薮

5619・ll431

72'

専 一 ・1

ユ81

臨床基本病型.'

第1型 、初期結核、A初 期墾化群、B肺 門淋巴

腺結核、C初 期浸潤性詰核 幽

第1型 、播種性結核、A粟 粒 結核(急 性、亜急

性及び慢性)B慢 性播種性結核

第fi型 、浸潤性肺結核、A撤 布ナシ、B撤 布アリ

第IV型 、大葉性肺炎性及び氣管枝肺炎性結核
ジ

第V型 、結節性(細葉牲、櫓殖性)肺 結核

第凹 型、混合型肺癖 髄

第租型、硬化性肺結核 一

・第題型
、肋膜炎、A罹 患中の もの、B高 度の肋

膜肥厚を以て滋 ぜうもの、c痕 蹴 以て治

癒 ごるもの

第0型 、i病型朔定のよるべきfレ」線所見なきもの

第6表 鴫金型肺結核患者比較

百 分 酬2凱0読72…1凱2ま52卸 竜｡25'ei5、

以上3型 は肺結核中最 も多数を占むる鬼 他の病

型は比較的少 く、統計上支障 を來たす恐れあるに

よりあへて記述せす◎

次に患者中肋膜炎 を経過せる もの及び罹患中の

患者は第9表 の如 くAB型 に多 く、B型 に少 し｡
亀 第9表 肋膜炎患者の比較

感喜＼奥塑Lσ AlBlA・

患 者 則24・(28・12・8172

肋膜炎羅患
者藪

6・188」49 24

BlAB

tf分acl25'Oi7gFi・4i77j23・5is7133・3s± .55

次に骨結核 を主とし叉は合併せる患者数は第10

表の如 く、0型 、A型 に多 し｡'

第ユ0表 血液型別による骨結核患者比較

葱輸 一町塑lolA

患 者 劇
混合型肺結
核患者薮

24・t280i2・8」2!

・・16・1371A・

百 分 率i■ 日 ま532L4ま46117齢8ま6む11鴨 、7

鳶者 趣 響 ・
A B恒B

窄 比較的輕齢 者と思考される鋤 性肺結核
に於ては第7表 の如 くA型 に少 く、AB型 に多い

様な り♂

次に浸潤性肺結核 に して 撒布を有する第巫型

(B)な る病型の患者 を槍 したのに第8表 の夘 く各

患 者 敷1'`24・1.2・ ・12・8{72

欝 槻 剤2・ レ251・ ・14

百 分 幸18・3±L8}&㌃6三 玄8㌔8… 翫5㌔8

更に全患者中死亡せるもの血液型検査後1ヶ 年

聞に於ズ、0型28名 、A型33名 、B型17名 、AB
も ぴ

準3名 にして之を百分率に示せば0型11・7%A型
12%B型&1%AB型4・2%な り｡全 死亡者中謄 ⊃

膜炎にて死の韓蹄をとるもの、0型4名A型AB

型、各1名 計6名 にして鋼数少 く、確たる判定を

なし得ないが0型 に於て特に多い様である♂

_24一 岬一



(4)総 括 、

一以上により
、1、血液型と結核患者 との關係に於

て之を誤差論より論すれば、結核は各血液型に大

燈平等に浸襲する様であるがB型 に於て罹患率高

い傾向を有する様である◎然 して・罹患後に於夙

る経過に就いては、凡そ次の如き傾向を有するも

のである｡/

2、喀血、血湊患者はB型 に比較的多 く)A3型

に少い如 し｡3、室洞 を有する患者はB型 に比較的

多 く、AB型 に少い如 し｡4.混 合型肺跨はA型 に

於て比較的多 く、AB型 に於て少い如 し｡5、結節

性肺結核は春型に比較的少 く、AB型 に多い｡6、
を

浸潤性肺結核にして氣管校性撒布病型は血液型の
わ

差位 を見出し得なV・｡7、肋膜炎に罹患せるものA
る む

B型 に於て最 も多 く、'B型 に於て最 も少い｡8 、骨

結核 を有す る もの0型 、A型 に多 し｡9、 死 亡の輔
も

瞬 をとれ る もの、0型 、A型 に多 く、AB型 に少

い・10冷 賭 幅 搬?韓 蹴 とれるもの0型

に於 て最 も多 し｡

'

(5)結 ㌧ 論eノ
ギ

結核症の蔓延は各血液型に殆んど一様に浸襲す

るが如 きも、B型 に於で罹患牽高い傾向を有 し、

磁 に罹患せる蹄 海 躇 し雌 展蹉 位を認

めぬがその聞各血液型に於て、多少相違せる傾向

は之 を認めうべ く、室洞を有するもの、從つて喀

血血疾を有するものはB型 に多 く、混合型肺瘍(δOP

如き重症な経過をたどり從つて死の韓蹄 をたるも

のはA型 に多い｡AB攣 に於て 肺結核 に封 して

哀好な経過 をたどるもξ)多V・稼で・肋膜炎の罹患

牽はかへつてAB型 に多.〈てB型 に少い、骨結核

は'0型A型 に多 く、臓膜炎はO型 に於て特 に多'

く、從つて0型 も曳A型 と同様結核に封する死亡

i率は自ら高率となる｡

棚筆するに臨み、釦校閲を賜 りし大森教授、石

田教授に敬意 を表 し併せて黒川所長の御指導を謝

す｡
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